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　はじめに
　近年、腎不全の治療法は進展、・多様化し、・腹膜透析
や血液透析をはじめ、血液ろ過、CAP　O、腎移植な
ど、症例に応じ選択される時代に入った。一方こうし
た治療法の進歩は、透析導入患者の高齢化と重症合併
症をもつ患者の増加をもたらした。
　このような治療法の多様化と透析適応患者の増加に
併い、腎不全看護研究の分野も広がっている。そして、．
その原疾患・年齢・自己管理能力・透析方法等の特徴
に合った指導・援助方法の研究開発が求められている。
腎不全看護の研究の今後の課題を明らかにする上で、
現在における研究の動向を知ることが必要であると思
われる。
　今回私達は、1982年～1988年の過去7年間の研究発表
韻文の中から最近問題となっている、長期透析患者、高齢
透析患者、糖尿病性腎症患者、CAPO患者、腎移植患者
慢性腎不全保存療法の患者、に関する研究を選び、その研
究の動向と問題を明らかにするため文献を考察した。
　研究方法
　対象文献は、1982年から1988年迄の7年間
に　人工透析研究会会誌（1985年7月に日本透析　N療法学会雑誌と改名、学会発表抄録集を含む）、日本
腎不全看護研究会雑誌、腎と透析、臨床透析、看護関
係雑誌に発表された看護の研究論文の中から、前述し
た研究テーマに関する論文を選んだ。選んだ論文を次
の研究テーマに沿って分類しおのおの考察した。
　　1．長期透析患者の看護に関する研究
　　皿．高齢透析患者の看護に関する研究
　　皿1．糖尿病患者の　看護に関する研究
　　IV．　CAPD患者の看護に関する研究
　　V．腎移植患者の看護に関する研究
　　VI．慢性腎不全保存療法期の患者の看護に関する
　　　　研究
　文献考察
1　長期透析患者の看護に関する研究
　透析治療の進歩、拡大は、透析患者の長期生存を可
能にし、1986年透析療法学会の統計によると透析
歴10年以上の患者は、全透析患者66，310人中
7，050人であり長期透析歴は25年2ケ月である（2）。
このようなめざましい進歩によって透析治療の初期の目標
であった、延命の時代は過去のものとなり、クオリティ・オブ
ライフが追求されるようになった現在、その観点から必ずし
も満足しうる状況ではなく、むしろ、医学的、社会的．心理
的問題を生み出し、特に合併症については．専門雑誌で
たびたび特集（3）が組まれるほどになっている。
　合併症に関するものでは、長期透析患者の骨障害に
対する報告が多い〔4ト個。骨病変は透析歴が長期化す
るほど発生頻度が高く、その主たる原因はCa代謝障
害、末梢循環障害及び透析液中のアルミニウムによる
もの等が報告されている（6）～〈10）骨病変の程度は、臨
床的に無症状のものから骨痛・多発性骨折を合併する
重症のものまで様々であり．，病状の背景にある病因解
明と適切な対処方法が必要で、看護も一様ではない。
その看護の要点は、各々の病状に応じ①骨・関節に必
要以上の負荷をかけない②筋力の増強を図る、③可動
域の範囲内で動作を指導し、骨痛の軽減に努める（7）こ
とである。又骨痛による苦痛・あせり・精神的不安・
イライラおよび激痛は、食欲不振や不眠を生来しやす
いため患者の精神面への援助や種々の対象療法的看護
が必要だとしている⑥～（8）。又副甲状腺摘出術例の報
告もある（7×8）が、事例報告にとどまり、まだ標準的看
護を打ち出すまでには致っていない。
皿　高齢透析患者の看護に関する研究
　老齢人口の増加と透析治療の進歩・拡大に伴う長期
透析患者の増加、及び透析導入患者の高齢化により、
高齢透析患者は増加の一途をたどり、1985年の調
査では、透析平均年齢が50．27才であり65才以上の
患者は、全透析患者の16％以上を占める。（2）高齢
透析患者の看護上の問題やそれに対する看護はすでに
1967年の人工透析研究会で検討され、その後も引
き続いて検討されているテーマである。高齢透析患者
とは、透析療法に併う身体的ハンディキャップと老化
に併う身体の多面的な機能低下、さらにこれらに併う
生活力の低下のために、極めて困難な状況のもとで生
きている存在である（3）、過去5年間の報告は62題で
あり、合併症、生存率、死因、社会的復帰状況、生活
状況、再入院の頻度と自殺、及び入院理由などの実態
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調査報告が多い　　　。このように高齢透析患者の看
護上の問題は、複雑多岐にわたると同時に、その問題
のあり様は非常に個別的であり、真の意味でその個の
老人の理解なくして看護が成立しないことを意味して
いる。各種合併症を有した高齢者の事例も近年みられ
るようになったが、これらに関する看護の検討も必要
であろう。
皿　糖尿病性腎症患者の看護に関する研究
　近年、透析療法の普及、方法の改善や、医療側の積
極的受け入れにより、糖尿病性腎症による腎不全患者
の透析導入が増加している。わが国では慢性系球体腎
炎に次いで第2位であり、1985年では全透析患者
の19．6％を占めており、今後しだいに増加傾向にあ
ることが予測されている。糖尿病性腎症の透析患者に
関する文献は40題あり、そのうち視力障害症例に関
するものが40％、食事療法に関するものが20％、
他は血圧や血糖コントロールに関するものなどである。
これら糖尿病の末期で発症する糖尿病性腎症では視力
障害に対する援助力二二であり、それを考慮した指導
方法・援助方法の確立がのぞまれる。
IV　CAPD患者の看護に関する研究
　CAPDは、1976年にアメリカで確立され、わ
が国においては、1980年より開発された。現在患者
は1500名をこえ、　全透析患者の2．3％を占めてい
る。このようにCAPDはまだ歴史が浅くCAPD分
野における看護研究も、初期の思考錯誤の状態から脱
したものの、CAPD看護の確立をめざし種々の検討
を重ねている段階である。CAPDは、血液透析患者
に比し社会復帰率が高いとされているが、必ずしも患者
は満足している訳ではなく、CAPDを社会生活の中
で継続していくには、種々の問題の解決が必要となり、
患者とともに対処していく姿勢が望まれる。
V　慢性腎不全の保存療法期の看護に関する研究
　慢性腎不全の保存療法期に関する文献は9題であっ
た。保存療法期は、大きく二つに分けられる。一つは、
腎疾患が進行していない早期、すなわち透析はまだ不
必要な時期であり、もう一つは、腎不全末期で透析導
入前の準備期である。前者の課題は、疾病の進行をお
くらせ、腎不全・透析への移行を防止し、治療を中断
させないことである。看護婦は、患者が疾病を受容し、
闘病意欲をもち、忍耐強く自己管理に取り組めるよう、
腎機能の残存状態により、安静・食事の変更に対応し
て行動できるよう教育・指導する必要がある。この分
野は教育入院及び退院後のフォローアップで担われる。
　一方後者の課題はスムースな透析導入に導くことで
あり、透析に関する知識などを教育し透析に関わる患
者の不安に対しての援助が必要となる。この分野は、
透析導入のための入院や透析室の看護婦によって担わ
れる。以上述べたような教育の質は後の患者の透析経過
に大きな影響を及ぼす。しかし現状ではそのような教
育が十分行なわれているとは言えず、それは、この分
野の研究が少ないことからも裏づけられる。透析看護
研究が進んでいる一方で、透析前の保存療法期の看護
については不十分であり予防医療や、継続看護として、
今後課題となる分野である。
　おわりに
　以上、今回の文献を考察して前述したおのおのの課
題があきらかになった。現状では残された解決困難と
思われる問題も残されているが、引き続きねばり強く
とりくまなければならないことをあらためて痛感した。
　今回、腎不全研究を進めるにあたり、課題を明確に
できたことは、私たち現場の看護婦のとりくまなけれ
ばならない研究の方向性と研究の質を高めることに示
さを与えてくれた。今後もさらに研究報告のフォロー
アップを行い、その都度アブストラクトをすすめ課題
を見失しわないようにしていきたいと思う。研究が患
者のクオリェティオブライフを高めることに少しでも
貢献できるよう引き続き努力していきたいと思います。
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